
 
 
 
 
 

 
 

株式会社七十七銀行（代表取締役頭取 小林 英文）は、有限会社泉澤水産（代表取締役 泉澤 宏）
に対して７７サステナブルオーダーローンを実行いたしましたので、下記のとおりお知らせ  
いたします。 

当行では、今後とも、お客さまの多様な資金調達ニーズに積極的に対応し、持続可能な社会の
実現に貢献してまいります。 

記 
１．案件概要 

借 入 人 有限会社泉澤水産（以下、「当社」といいます。） 
本   社 岩手県釜石市両石町第二地割４６番地９ 
融 資 金 額 100百万円 
資 金 使 途 運転資金 

 
２．企業概要 

当社は1999年設立の定置網漁業およびサクラマス・ギンザケ養殖事業者です。設立以来、 
環境に配慮した持続可能な漁業を心掛けるとともに、三陸海岸の鮮魚を安心・安全にお客さま
に届けています。2020年に主要魚種の水揚げ減少を契機として、産学官連携でコンソーシアム
（共同企業体）を組み、サクラマスの海面養殖試験を開始しました。現在は事業化、完全養殖に
も成功し、自然資源の変動に左右されにくい供給体制の構築に努めています。 

また、持続可能な組織運営にも注力しており、誰もが安心して子育てと仕事を両立できる職場
環境の実現のため、今後は男性の育児休業取得率向上を掲げ積極的に取り組んでいきます。 

当社は、７７サステナブルオーダーローンで掲げた目標の達成を通じて、東北地方の発展と 
持続可能な社会の実現に貢献していきます。 

 
 （参 考）有限会社泉澤水産 
  https://www.izumisawasuisan.com/ 
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七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています

 

－１－ 

  もっと、ずっと、地域と共に。 



３．サステナビリティへの取組み 
当社は徹底した漁業管理により漁獲量等の各種規制・ルールを遵守し、豊かな海産資源に 

恵まれた三陸海岸の環境に配慮した持続可能な漁業を心掛けています。近年では魚群探知機を
導入し、入網状況を事前に把握、出漁の是非判断や対応準備を行うことで、漁獲量向上および
業務効率化、さらに燃料の節約等環境保全を図っています。また、当社が養殖を行っているサク
ラマス・ギンザケにおいては、環境と社会への影響を最小限にした責任ある養殖水産物の証で
あるASC認証（※）を取得（サクラマスのASC認証は世界初）しており、環境に優しい養殖の
実現と地域の水産業の持続可能な発展に大きく貢献しています。 
※ 国際社会環境認定表示連合（ISEAL）の適正実施に沿って策定された要件を満たした  

養殖事業者が取得できる、信頼性の高い基準 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．７７サステナブルオーダーローンで設定する目標 

目 標 男性の育児休業取得率の向上 
目 標 値 2026年3月期以降100%を維持 

目標の重要性 
※評価機関からの 

コメント 

水産業は季節性や臨時対応が多く、男性従業員の⾧期・短期休業取得が 
難しくなりやすい産業特性を有しています。当社が男性の育児休業取得
率を目標とすることは、定置網漁・養殖といった現場中心の就労環境に
おいて、職場のダイバーシティや定着率を高めるうえで重要であると 
判断しました。地域雇用の安定や育児参画の促進を通じて、少子化・ 
地域人材流出といった社会課題の緩和に寄与しているものです。 

 
 
 
 
 
 

※ ７７サステナブルオーダーローンは、環境・社会面に貢献する法人のお客さまの持続可能な経済 
活動の促進を目的に、設定した目標に応じて金利優遇を行う商品です。７７Ｒ＆Ｃより数値目標の 
妥当性に関するセカンドオピニオンが発行されます。 

 

－２（終）－ 

 

＜定置網漁業における魚群探知機の活用＞ ＜サクラマス・ギンザケ海面養殖＞ 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 
2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採

択した国際目標であり、17のゴールと、169のターゲット
から構成されています。 

七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧ
ｓ宣言 ～ もっと、ずっと、地域と共に。～」を表明し、Ｓ
ＤＧｓに対する取組みを更に強化するため、2021年10月よ
り「ＳＤＧｓ実践計画」を策定しております。 

以 上 


